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　例年、年末から年始にかけて気の緩みから火災が多く発生しています。
　火災は、一瞬の気の緩みから、大切な生命、身体及び財産を奪っていきます。明るい新年を迎えるためにも、
火の元には十分注意しましょう。

消防からのお知らせ

①寝たばこは、絶対にやめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
④逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
⑤寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
⑥火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を備える。
⑦お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

3 つの習慣

4 つの対策

①外出時には必ず火の元を確認しましょう！
　年末年始は外出することが多くなり家を留守にしがちです。留守にする前にはガスの元栓を閉め、暖房器
具の消火確認などを確実に行い、火事を未然に防ぎましょう。

②ＬＰガスの漏えい事故に注意しましょう！
　ＬＰガスを屋外に設置していると落雪などによって容器や配管が破損し、ガス
漏れが発生するおそれがあります。落雪などの影響を受けそうな場所に設置され
ている場合は業者に連絡して設置場所を変更したり、落雪などが起きた場合には
更なる落雪などに注意しつつＬＰガスを確認しましょう。

　この時季になると、車での外出中に大雪や地吹雪などに遭遇することが多くなります。視界すべてが真っ
白になる「ホワイトアウト」現象により車の運転が困難となり大変危険です。このような状況に遭遇した場
合は、以下のことに注意しましょう。

＜車の運転が困難なとき＞
①無理に運転をしない
　近くのコンビニや道の駅など安全な建物に
避難し、天候の回復を待ちましょう。

②立ち往生してしまったときは
　ハザードランプの点滅、停止表示板を置く
など、周りの車に位置を知らせるとともに、
救助が必要であれば消防に連絡しましょう。
もし、近くにコンビニや公共施設がある場合
はそこに避難しましょう。

③吹き溜まりに注意
　道路の吹き溜まりが深くなると、車の走行
が困難になることがあります。道路の吹き溜
まりが 20cm 程度でも前進できなくなること
があります。

＜車内で救助を待つとき＞
①原則エンジンは停止
　雪によりマフラーが埋もれた状態でエンジ
ンをかけると、一酸化炭素中毒の危険性が生
じます。原則エンジンを停止させ、防寒着、
毛布、新聞紙などで体温の低下を防ぎましょ
う。

②エンジンをかけるときは
　防寒等でやむを得ず、エンジンをかけると
きは、マフラーを確実に大気へ開放し追加の
降雪や吹きだまりによる再埋没に注意しま
しょう。

③窓を開けていても絶対安全とは言えない
　風向きにより窓を開けていても排気ガスの
侵入により、窓を閉めている時よりも一酸化
炭素中毒の危険性が高くなることもありま
す。

④脱出する時のために
　脱出する時のために、風下側のドアが開く
かどうかを定期的に確認し救助を待ちましょ
う。

◎問い合わせ先　留萌消防組合小平消防署 ☎ 56-2221、鬼鹿支署 ☎ 57-1253

～火気取扱の注意点について！～

～住宅防火 いのちを守る 7 つのポイント！～

～車で外出する際の注意点について！～


